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総合計画 2021 における将来都市像（案） 

 

１ 将来都市像とは 

・市総合計画の推進により当市が目指すべき理想のまちの姿を表したもので、総合計画 基本

構想の中核をなす。 

・下図のとおり、将来都市像＞施策の大綱＞施策＞基本事業という体系立てとなる。 

〔基本構想-基本計画-実施計画の関連図〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの将来都市像 

これまでの将来都市像は次のとおりで、市民協働、国際港湾、三陸リアスの拠点といった、

それぞれの時代に推進していたプロジェクトや展望等が盛り込まれている。 

区分 期間 将来都市像 

総合計画 H23～R2 ともに創る 三陸の地に輝き躍動するまち 大船渡 

〃 H13～H22 活力で輝く未来 国際港湾都市 大船渡 

〃 H3～H12 みどりとあい創造 三陸リアスの拠点都市 

復興計画 H23～R2 命を守り、夢を育むまちづくりと防災に協働するまち 大船渡 
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資料 2 

期間：10 年間 期間：5 年間（前期・後期 各 5 年間） 期間：3 年間 
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３ 将来都市像設定の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来都市像（案） ともに創る未来 輝きとやすらぎのあるまち 大船渡

自己成長

生活の糧

学び

利便性

自然との共生

活力

快適

人の輝き

まちの輝き

農林水産業、商工
業、観光

起業・第二創業

安心・安全

ぬくもり
子育て支援
医療・福祉

共助・公助

交通安全
防犯

消費者保護

学校教育
生涯学習

リカレント教育

インフラ整備
デジタル化

交通・物流環境

環境意識
自然保全

やすらぎ

やさしさ

〈分野〉 〈目的〉 〈成果〉

市民と行政との協働がまちづくりのベース

ともに創る、ともに築く、ともに歩む

新しい時代を切り拓く取組

前向きなキーワードの掲出による目標の明確化

〈行きつくところ〉
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４ 県内他市等の将来都市像 

県内他市等の将来都市像は次のとおり。 

都市名 将来都市像 ※県は基本目標 

岩手県 東日本大震災津波の経験に基づき、引き続き復興に取り組みながら、お互い

に幸福を守り育てる希望郷いわて 

盛岡市 ひと・まち・未来が輝き 世界につながるまち盛岡 

宮古市 総合計画）「森・川・海」とひとが調和し共生する安らぎのまち 

復興計画）- 

花巻市 市民パワーをひとつに歴史と文化で拓く 笑顔の花咲く温か都市 イーハ

トーブ*はなまき 

北上市 “うきうき”“わくわく”するまち 北上 

久慈市 総合計画）子どもたちに誇れる 笑顔日本一のまち 久慈 

復興計画）新たな視点による 新たなまちづくり 

遠野市 永遠の日本のふるさと遠野 

一関市 みつけよう育てよう 郷土の宝 いのち輝く一関 

陸前高田市 総合計画）夢と希望と愛に満ち 次世代につなげる 共生と交流のまち 陸

前高田 

復興計画）海と緑と太陽との共生・海浜新都市の創造 

釜石市 三陸の大地に光輝き 希望と笑顔があふれるまち 釜石 

二戸市 人が輝き 未来をひらくまち にのへ 

八幡平市 農と輝の大地～ともに暮らし、しあわせ感じる八幡平市～ 

奥州市 地域の個性がひかり輝く 自治と協働のまち 奥州市 

滝沢市 誰もが幸福を実感できる活力に満ちた地域 

気仙沼市 総合計画）世界とつながる 豊かなローカル 

復興計画）海と生きる 

 


